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地
震
発
生
直
後
か
ら
業
界

団
体
の
動
き
は
早
か
っ

た 。

宅
建
協
会
を
は
じ
め
地
元
3

団
体
は
票
と
災
害
協
定
を
締

結 。
日
管
協
も
協
力
団
体
と

し
て 、
被
災
者
へ
の
情
報
提

•

9

9
 
.
.

 、 熊
本
地
誕
か
ら
2

年
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日管協〗
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家
賃
相
場
分
か
ら
な
い
が
不
満
の
ト
ッ
プ

池本洋一 編集長

お部屋探し、引っ越しに関する「困ったこと」「不満点」(2016年度）
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20.5% 

家賃や初期費用
などの相場が

わからなかった

19.8% 
21.0% 
18.3% 
19.1% 
芦
21.6% 

仲介手数料が
高すぎる

情報誌やサイトで
希望条件に合う

物件が見つからな
かった

19.8% 
22.1% 
19.0% 
173% 
15.2% 
15.4% 

【全国版】2016年

情報誌やサイトに
掲駐されているの

に問合せたら
「埋まっているとJ

と言われた
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賃貸契約者実態調査報告書（調査時期：'2017年5月）

どのように部屋探
しをすればよいの
かわからなかった

9.1% 

5
万
8
1
0
0
人
の
特
派
翼
て
全
国
対
応

一

ナ
ビ
ッ
ト

ー

デ
ー

タ
の
調
盃 、
販
売
事

業
を
手
掛
け
る
ナ
ビ
ッ
ト

（
東
京
都
千
代
田
区）
は 、

空
き
家
の
状
況 、
物
件
の
持

ち
主
情
報
な
ど
を
収
集
し 、

『
空
き
家
オ
ー

ナ
ー

リ
ス

ト』
と
し
て
の
販
売
を
2
月

8
日
に
開
始
し
た 。

2
年
ほ
ど
前
に
東
京
都
四

鳥
区
の
空
き
家
の
現
状
調
査

を
し
た
際
に 、
夫
婦
そ
れ
ぞ

れ
の
親
の
家
を
空
き
家
の
ま

ま
所
有
し
て
い
る 、
兄
弟
で

栢
続
し
た
た
め
空
き
家
の
ま

ま
放
四
し
て
あ
る 、
耐
震
基

準
を
淘
た
せ
ず
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
で
き
な
い
な
ど 、

空
き
家
の
実
態
を
知
っ

た
こ

と
が
今
回
の
事
業
に
つ
な
が

こ。t
 

つ
同
社
に
登
録
す
る
全
国
5

万
8
1
0
0
人
の
地
域
特
派

霙
が 、
現
地
で
空
き
家
の
状

況
を
見
て
現
況
の
リ
ポ
ー
ト

と
写
真
で
リ
ス
ト

化
す
る 。

リ
ス
ト
1

件
あ
た
り
1
7
0

熊
本
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
熊
本

地
震」
は 、
2
0
1
6

年
4
月
14
日
の
発
生
か
ら
ま
も
な

く
2

年
を
迎
え
る 。
県
内
で
は
業
界
団
体
が
中
心
と
な
っ

て
行
政
と
と
も
に
住
ま
い
の
問
題
に
尽
力 。
避
難
所
で
生

活
し
て
い
た
人
た
ち
に
住
宅
が
行
き
渡
り 、
生
活
の
復
旧

は
終
息
に
向
か
っ

て
い
る 。
地
元
の
公
益
財
団
法
人
日
本

負
貸
住
宅
管
理
協
会
（
以
下 、
日
管
協二
東
京
都
千
代
田

区）
熊
本
県
支
部
は
「
こ
の
経
験
を
継
続
的
に
管
理
会
社

や
オ
ー

ナ
ー

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事」
と
強
調
す
る 。

災
状
況
の
確
認
と
復
旧
支
援

に
努
め
た 。

日
管
協
理
事
で
熊
本
県
支

部
の
川
口
雄一
郎
支
部
長
に

よ
る
と 、
瞑
内
の
管
理
会
社

に
は 、
地
爬・
火
災
保
険
や

0
円
か
ら
（
税
別）

。
さ
ら

に
空
き
家
の
所
有
者
事
項
の

追
加
は
1

件
で
5
0
0
円

（
税
別）

。

個
人
憐
報
に
関
し
て
は 、

公
開
さ
れ
て
い
る
登
記
情
報

か
ら
の
取
樽
で 、
個
人
仰
報

保
誨
委
置
会
に
必
要
な
届
出

四
を
提
出
済
み
の
た
め
安
心

、こ。他
に 、
同
社
が
開
発
し
た

専
用
の
調
査
ツ
ー

ル
ソ
フ
ト

の
糞
し
出
し
も
行
っ

て
い

る 。
地
図
憐
報
上
の
家
の
形

ナピットの空き家調査指標- . —. . -

外観 〇廃屋風（住人の気配がない）
●判定不能

表札 〇有り ●無し

雨戸 〇全部締切り 〇一部締切り
●締切りなし

雹気 ●動いていない 0動いてい
メータ ー る 〇判定不能

判空定き指家標
〇塞がれている 〇郵便物な

屡唇
どがたまっている ●郵便物
などがたまっていない 〇判
定不能
●洗濯物がない 〇洗濯物が
ある

生活の ●家庭用品が見えない 〇家
サイン 庭用品が見える

●鉢植
や植
えや植栽がない 〇鉢

植え 栽がある

◄

『
空
き
家
オ
ー

ナ
ー
リ
ス
ト』

調
査
結
果
表
の一
部

が
実
際
の

家
の
形
を

し
て
い
る

点
が
特
長

"
 
!

J

O
 

t
 調

査
し

て
ほ
し
い

地
域
だ

け 、
昭
和

56
年
以
降

の
物
件
の

み 、
定
期

的
の
み
毎

月
10
件
ず
つ
な
ど
個
別
の
リ

ク
エ
ス
ト

に
も
応
え
る
こ
と

が
で
き
る 。
現
在
は 、
不
動

産
会
社
な
ど
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や 、
そ
れ
以
外
に
は
信

用
金
庫
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
多
い
と
い
う 。ツ

脳
A

レ
ポ
ー
ト

部
屋
探
し
中
の
口
貧
ユ
ー

ザ

ー
が
最
も
求
め
て
い
る
個
報
は

問
辺
の
家
凹
相
瘍 。
17
年
5

月

調
査
の
『
【
全
国
版】
口
貸
契

約
者
実
態
調
査
報
告
田』
に
よ

る
と 、
四
負
ユ
ー

ザ
ー

の
20.

5
％
が
部
屋
探
し
や
引
っ

越
し

の
際
に
困
っ

た
こ
と・
不
満
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
家
口
や
初
期

四
用
な
ど
の
相
勘
が
分
か
ら
な

か
っ

た」
と
回
答 。
相
堀
情
報

を
知
り
た
い
ニ
ー

ズ
が
高
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ

た 。

世
帯
稿
成
別
に
見
る
と
こ
の

不
満
が
特
に
大
き
い
の
は

”
ひ

と
り
蕊
ら
し
の
学
生“
と

”
ひ

と
り
四
ら
し
の
女
性
社
会
人II O

そ
れ
ぞ
れ
29
%
（
学
生）

、
27

％
（
女
性
社
会
人）
と
全
体
よ

り
5
ポ
イ
ン
ト

以
上
多
い
結
果

同
社
の
福
井
泰
代
社
長
は

「
初
年
度
は
1
0
0
0
件
の

調
査
が
自
標 。
相
続
対
策 、

空
き
家
の
利
活
用 、
リ
フ
ォ

ー
ム
や
融
資
へ
の
活
用
熙
要

な
ど
が
あ
る
と
考
え
て
い

る」
と
語
っ

た 。

と
な
っ

た 。

現
在
の
四
貧
市
切
は
オ
ン
シ

ー
ズ
ン 。
ユ
ー

ザ
ー

ヘ
物
件
を

提
案
す
る
際
は
エ
リ
ア
の
標
準

的
な
相
塙
を
把
掴
し
て
お
き

「
お
手
頃」
「
欅
準
的」
「
人

気
立
地
や
設
備
が
充
実
だ
か
ら

高
め」
な
ど
的
確
に
説
明
で
き

る
こ
と
が
他
の
時
期
以
上
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

て
い
い

だ
ろ
う 。
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ

た
情
報
を
提
供
で
き
る
こ
と
は

侶
頼
を
痰
得
す
る
上
で
時
期
を

問
わ
ず
必
要
不
可
欠
だ 。

『
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
問

い
合
わ
せ
た
ら
「
埋
ま
っ

て
い

る」
と
言
わ
れ
た』
と
い
う
不

満
が
9.
1

％
と
過
去
最
低
の

ポ
イ
ン
ト

に 。
オ
ト
リ
広
告
で

こ
れ
ま
で
10
％
を
割
る
こ
と
は

な
か
っ

た 。
こ
れ
は
S
U
U
M

0
を
は
じ
め
各
サ
イ
ト

で
取
り

締
ま
り
を
強
化
し
た
成
果
が
調

査
結
果
に
表
れ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
み
て
い
る 。

（
毎
月
第
1.
3
週
褐
載）

テ
レ
ビ
C
M
が
増
え
て
き

た 。
仮
設
住
宅
か
ら
の
転
居

者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト

に 、
大
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
掟

え
て
い
る
の
だ
ろ
う 。
こ
う

し
た
動
き
は
も
う
1

年
は
続

く
の
で
は」
と
み
る 。

瞑
が
建
設
し
た
約
3
6
0

0
戸
(
18
年
1

月
現
在）
の

仮
設
住
宅
は
原
則
2

年
間
で

解
体 、
み
な
し
応
急
仮
設
住

宅
も
県
内
に
約
1

万
3
0
0
 

0
戸
（
同）
あ
る
が 、
こ
れ

も
家
四
や
光
熱
四
等
の
補
助

は
2

年
で
切
れ
る 。
3
年
目

を
迎
え
る
今
春
は
被
災
地
の

四
口
市
均
に
と
っ

て―
つ
の

節
自
で
も
あ
る 。

施
設
所
有
者
賠
償
を
追
加

預
り
金
保
証
制
度
で
加
入
特
典

〶
S

|
F
I

T
（
エ
ス
フ
ィ
ッ

トニ
東
京
都
港
区）
が
運
営
す
る
仲
介

店
舗
『
ヘ
ヤ
ギ
メ
！』

自
黒
店
で
は 、

巨
大
な
透
明
ガ
ラ
ス
が
壁
の一
面
に
設

四
さ
れ
て
い
る 。
幅
約
3
m 、
高
さ
は

天
井
に
届
く
ほ
ど 。
特
大
の
文
字
で

「
自
黒
駅
11

品
川
区
g」
一
自
黒
川
の

ー
桜」
な
ど 、
自
黒
に
ま
つ
わ
る
豆
知
識

畠
昇
劉
野

が
E』
か
れ
て
い
る 。
英
字
で
あ
っ

た
り 、

r

黒
や
グ
レ
ー

な
ど
微
妙
に
色
彩
に
変
化

を
加
え
芸
術
性
が
非
常
に
高
い 。
「
私

,q·̂.
. ，

9

が
赴
任
し
た
1

年
前
に
は
既
に
あ
り
ま

＾

し
た」
と
語
る
の
は
店
長
の
匠
健
太
郎

氏
(
32)

。
来
店
者
が 、
自
黒
の
情
報

羞箔

を
認
識
で
き 、
話
の
ネ
タ
に
も
役
立
つ 。

脊
8

ク

前
店
長
が
赴
任
し
た
こ
ろ
か
ら
存
在

g
 
毒．
i．

9

し 、
一
体
誰
が
こ
の
よ
う
な
芸
術
と
実

用
性
を
兼
ね
備
え
た
ガ
ラ
ス
を
取
り
付

る'→
t

令
＇，

け
た
の
か
は
謎
の
よ
う
だ 。
「
も
し
か

す
る
と 、
店
舗
が
オ
ー

プ
ン
す
る

際 、
前
テ
ナ
ン
ト

か
ら
引
き
継
い

音
楽
フ
ェ
ス
参
加
が

だ
の
か
も
し
れ
な
い」
と
予
想
す

仕
事
の
活
力
に
な
る

目
日
本
ワ
イ
ド

少
額
短
期
保
険

う
る
匠
店
長 。
店
舗
を
象
徴
す
る
存

汀
丑
五
彗
資
註
冒
仄

05
ノ

フ
た

ノ
ョ

ド
:i

気

駅
伝
名
門
大
学
を
卒
業
し

ス
バ
ン
ド

部
で
パ
ー

カ
ッ

粘
り
強
さ
で
天
職
に
出
会
う

ン 、
友
人
と
組
ん
だ
バ
ン

ド
ラ
ム
を
た
た
い
て
い
た 。
音
楽

好
き
で
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
何
で

ザ

央
畠

青
山
学
院
大
学
の
総
合
4
連

も
聴
く 。
中
で
も
ジ
ャ

ズ
が
好
き

覇
で
認
を
閉
じ
た
2
0
1
8
年
の

ヽ

だ
と
い
う
別
府
社
長
の
楽
し
み

箱
根
駅
伝 。
不
動
産
売
買・
仲
介

は

夏
の
終
わ
り
に

讐
れ
る

て
．

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
日
翔
レ

「
中
州
J
AN

N
」
に
参
加
す
る

阻
2

ジ
デ
ン
シ
ャ

ル（
東
京
都
品
川
区）

こ
と 。
全
国
か
ら
8
万
人
が
集
ぅ

"
"L

後
藤
正
樹
社
長
(
43)
も
駅
伝
経

音
楽
フ
ェ
ス
だ 。
開
催
前
に
2
日

験
者
だ 。
実
は
90
年
代
前
半
に一

間
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
入

＂＂＂
躍
そ
の
名
を
馳
せ
た
名
門・
山
梨

念
に
チ
ェ
ッ

ク
し
「
ビ
ー

ル
片
手

学
院
大
学
の
駅
伝
部
O
B
で
あ

に
自
当
て
の
ス
テ
ー

ジ
を
見

て
ま

mmL
る 。
今
で
は
珍
し
く
な
い
が
当
時

わ
る
こ
と
が
伺
よ
り
も
楽
し
し」

は
画
期
的
だ
っ

た
駅
伝
留
学
の
外

と
話
す 。
音
楽
が
仕
事
の
活
力
に

2両9
国
人
留
学
生
を
擁
し 、
圧
倒
的
な

な
っ

て
い
る
よ
う
だ 。

で
92
S

95
年
の
4
年
間
で
3
度

の
総
合
似
勝
を
飾
っ

た
の
が 、
後

藤
社
長
が
在
学
し
て
い
た
こ
ろ 。

ー
ま
さ
に
黄
金
期
だ
っ

た 。
本
人
は

「
レ
ギ
ュ
ラ
ー

で
も
な
く 、
箱
根

路
を
走
る
こ
と
も
な
く 、
挫
折
の
4
年

間
で
し
た
よ」
と
笑
う 。
そ
の
後 、
卒

業
か
ら
起
業
ま
で
の
15
年
間
で
転
職
を

15
回
経
験
し
天
職
に
巡
り
合
っ

た
後
藤

社
長 。
こ
の
ス
タ
ミ
ナ
と
粘
り
強
さ
は

駅
伝
で
培
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。

（
次
面
に
続
く）

済
的
に
も
哀
院
的
に
も
安
定

し
た
生
活
を
送
る
に
は 、
行

政
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん 、
地

元
の
管
理
会
社
の
役
割
は
大

き
い 。
川
口
支
部
長
も
＿
地

日
管
協
は
『
日
管
協
預
り

金
保
証
制
度』
の
加
入
者
特

典
と
し
て 、
4
月
1
日
か
ら

『
施
設
所
有
（
管
理）
者
賠

四
因
任
保
険』
を
新
た
に
追

加
す
る 。

同
保
険
は 、
加
入
者
が
所

有
す
る
施
設
や
設
備
の
構
造

上
の
欠
陥
や
管
理
不
備
に
よ

る
事
故 、
従
業
興
の
業
務
中

の
不
注
窯
に
よ
る
偶
発
的
な

事
故
に
起
因
し
た
掴
害
賠
四

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
も
の 。

「
ビ
ル
火
災
で
非
常
口
の
不

備
に
よ
り
死
偏
者
が
出
た」

詑
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く

る 。『
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘

れ
る』
で
は
な
く 、
全
て
の
地

域
で
謡
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー

な

ど
を
適
じ
て 、
事
前
に
で
き

客
に
け
が
人
が
出
た」
と
い

っ
た
ケ
ー

ス
で 、
法
律
上
の

撰
害
賠
四
E（
任
が
発
生
し
た

際
の
賠
四
金
や
争
訟
凹
用
な

日
管
協
は
2

月
9
日 、
資

産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ一
般

公
開
セ
ミ
ナ
ー

を
札
院
国
際

ビ
ル・
国
際
ホ
ー

ル
（
北
海

追
札
幌
市）
で
開
催
し
た 。

地
元
の
会
貝
26
社
と
市
民
を

巨
大
ガ
ラ
ス
に
自
黒
の
情
韓
満
載

購
四
ル
ー
ト
は
誰
も
分
か
ら
ず

◇ 

◇ 

◇ 

る
防
災・
減
災
対
策
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
体
制
づ
く
り 、
被

災
後
の
対
応
な
ど 、
こ
れ
ま

で
の
経
験
の
周
知
を
図
っ

て

ほ
し
い」
と
指
摘
す
る 。

ど
に
対
し
て
保
険
金
を
支
払

う 。日
管
協
で
は 、
安
定
経
営

・
健
全
財
務
の
管
理
会
社
と

い
う
信
用
の
証
し 、
オ
ー

ナ

ー
と
入
居
者
の
信
頼
を
得
る

た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用

し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る 。

資
産
コ
ン
サ
ル
事
例
を
視
察

札
幌
で
セ
ミ
ナ
ー
と
現
地
研
修

社
で
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ

ン
に

取
り
組
ん
で
お
り 、
臭
体
的

な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら 、

不
動
産
業
に
お
け
る
付
加
価

値
の
あ
り
方
に
つ
い
て
解
説

し
た 。
吹
き
抜
け
で
シ
ョ
ー

◇

◇
 
◇

二l J 




